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1　問題の所在
　（1）問題の所在
　第2次世界大戦の終了は，われわれ日本人にとってと同様ドイツ人にと
っても，単に戦争が終わったということによってだけではなく，それが敗
戦であったということによっても，人々の精神生活に大きな動揺をもたら
さずにはおかないような危機であり，またそれ故に，個人にとっても社会
全体にとっても，それは転機ともなり得る「事件」であるはずであった。
だがそうであるならぽなおのこと，行為の安定性を維持し，個々人のアイ
デンティティを確保するために，個人の場合にも社会全体の場合にも，一
定の行動類型や価値設定は転機＝危機の前後を通じて持続的に存在する。
それは個々人が社会のなかで孤立しない保障となる。こうして転機となる
はずの敗戦が，さし当たり個人の価値や行動の上に直接的な影響を及ぼさ
ないということも，おおいにあり得るのである。
　個々人の人生経路のなかで，敗戦に際して，このように変化や断絶が外
見的には欠如しているという事態は，社会システムが変化することによっ
て終止符を打たれることにもなり得る。従って，敗戦という危機が個々人
の転機となるかどうかにとっての決定的な問題は，個々人の人生経路に大
き．fs影響を及ぼす社会のシステムが敗戦を機に，どこまで作り替えられた
のかということにある。この場合，社会のシステムを政治や経済の体制と
して抽象的にとらえるのではなく，個々人が政治的或いは社会経済的な活
動と考えているものの構造ととらえることが必要である。そのような構造
としてのみ，社会のシステムは諸個人にとって，自らの生活に直接影響を
及ぼすものであることが理解されるのである。
　さて第2次世界大戦後のドイツで，このような意味での社会システムの
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再建に，直接且つ最初に関わらねぽならなかったのは男性ではなく女性で
あった。TrUmmerfrauという言葉で今も知られているように，女性達は
空襲によって破壊された都市の瓦礫の山を片づけた。だがそれだけではな
く，彼女達は農村では流入してくる避難民の世話をし，都市，農村を問わ
ず，子供，老人，そして帰還してくる男性達の生活の全てを支えていた。
女性達は終戦直後の困難な状況の中で，単に家事を行うだけではなく，家
庭外での仕事をも担ってきたのである。そこには既に第1次大戦中から顕
著になった傾向，すなわち女性の社会的な活動の拡大，そして何よりも家
庭生活の再生産，つまり子どもを産み育てるだけではなく，女性は夫或い
は男性の世話をし，衣食住の全てを自らの力で確保し，切り回さねぽなら
なかったという事実が反映している。とはいえ第2次世界大戦直後につい
ていえぽ，端的に男性不在という事態が，女性による社会システムの再建
活動の遂行を不可避としていたのである。
　このように，女性が第2次大戦直後のドイツの社会的，経済的な再建の
直接的な担い手であったということは，女性が，一方では自らのアィデソ
ティティを確保するためにも行動類型や価値設定において，戦前からの連
続性のなかに身をおくとともに，他方では社会システムの再建に関わるこ
とで，逆にそうした連続性を否定する可能性をも手にしたことを意味する
だろう。
　言うまでもなくこうした矛盾した状況は元来，女性だけに限られるもの
ではない。だが敗戦直後の時期についていうならぽ，状況の中心にあった
のは何よりも女性であり，男性ではなかった。まさにそれ故にこそ，終戦
直後の社会史は何よりも女性の存在とその活動に焦点を当てるものでなけ
れぽならないのである。
　本稿は，西南ドイツの商工業都市マンハイムの場合を取りあげ，女性の
置かれたこうした矛盾した状況に焦点を当てながら，戦後ドイツの社会的，
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経済的再建がどこまで過去の社会との断絶の中で成し遂げられたのか，或
いはどこまで過去との連続性のうちにあったのかを検討するものである。
その際本稿では，女性の置かれた状況を次の2つの角度から解明する。す
なわちその1つは，戦後のドイツ経済の再建過程で，家庭の内外で行った
女性の労働がどのような意義を有していたのかを確認することである。第
2に，女性が再建活動を中心的に担ったということが女性の解放，つまり
性差分業，女性の男性への従属化の克服にとって，どのような意義を有し
ていたのかということである。
　なお，本稿で再建期というのは，敗戦から西側占領地区での通貨改革
（1948年6月）までの時期を指す。それは戦後混乱期とも呼びうる時期であ
るが，既にこの時期に通貨改革以降の西ドイツ経済の発展の基礎はできあ
がっていたし，またそれ故に全社会的なシステム再建の枠組みも準備され
たという意味では，この時期を再建期と呼ぶことは不当ではないだろう。
　（2）何故マンハイムか
　ネッカー川がライソ川に合流する都市マンハイムは，17世紀以来プファ
ルツの重要都市として存在していたが，ドイツ西南部の拠点商工業都市と
して大きく発展するようになるのは，19世紀末以降，特に1897－1907年に
工業用港湾施設が整備されてからのことであるω。マンハイム生まれの歴
史家フラソツ・シュナーベルは1935年に，ヨーPッパ最大の内陸港のある
この町が，「仕事の場」としてミュソヘソやシュトゥットガルトより重要で
あると述べている（2）。実際，マンハイムはドイツにおける自動車産業発祥
の地であり，また農業用トラクターの最も重要な生産地でもあること，あ
るいは電機，化学産業発展のパイオニアでもあること等によって，1930年
以降の南ドイツにおける新型産業発展に先鞭をつけていた。1900年にはよ
うやく14万人を僅かに超える程度であった同市の人口は，第2次世界大戦
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直前には倍の28万人に達していた。いうまでもなくその多くはこれらの重
要産業で就労していた。
　このマソハイムの発展に区切りをつけることになったのが第2次世界大
戦中の空襲による破壊であり，市内（Innenstadt）の建物の80％以上が破
壊され，ドイツの都市のうち最も戦災による被害がひどかった。終戦時の
人口は，強制連行された外国人約9千人を除いて，13万8千人と19世紀末
の水準に戻っていたが，注目すべきは既に戦前から人口比に占める女性の
割合の高かったこの市で，45年末には女性は全体の56．4％にも達したこと
である。それでも北部パーデンの主要都市（＝カールスルーエ，ハイデル
ベルク，プフォルツハイム）に比べてその割合は低かったとはいえ，そも
そも終戦時における人口の絶対数がこれらの諸都市よりはるかに多かった
ことを考慮すれば，マンハイムにおける女性の重要性がわかるだろう（3）。
ここには種々の歴史的な背景のあることが考えられるが，今日でもそうで
あるように，マンハイムでの就労者の圧倒的多数は伝統的に大経営に属し
ていること一そのこと自体が女性の就労者の数を多くする一，戦時
中，種々の公営企業や軍需産業への就労を中心に，ドイツの大都市のなか
で唯一女性の就労者が多かったことが挙げられる（4）。まさにこの最後の点
こそ，マンハイムを例として研究することを必要とさせるのである。つま
り，マンハイムでは少なからぬ女性が戦中から戦後にかけて，家庭外の労
働に従事していたのであり，第2次大戦の敗戦を境としたドイッ社会の連
続性と断絶の解明という本稿の課題にとって，この地は取りあげるに十分
値するのである。
　次に本稿に関わる従来の研究について簡単に触れておこう。戦後のマン
ハイムを主題的に扱った研究は残念ながら必ずしも多くはない。そのう
ち，政党と労働組合の再建を扱ったJ．・イーレクの研究（5）は史料集と記述
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併せて2巻からなり，これまでのところ最も包括的なものであるが，全体
に政治史的記述に傾き，社会史的研究でないだけではなく，女性史に関す
る視点に全く欠けている。とはいえ，収められた史料は本研究にとっても
不可欠のものである。次に労働組合の再建に関するサイドゥルの研究㈹
は，終戦直後の労働者階級の生活について多くの情報を含み，本研究にと
っても非常に有益ではあるが，労働組合の組織的発展に研究の力点がおか
れ，女性史に関する関心は弱い。これに対して，これまでのところ戦後マン
ハイムの女性史に関する最も包括的な研究はチューリヒのゲーヴィーラー
によってなされたものである（7）。彼女の研究は女性の労働と政治活動の両
面から戦後の女性の行動に迫ろうとするものではあるが，女性の労働とそ
の環境についての実態調査の面にその主たる成果がある。本稿との関係に
おけるゲーヴィーラーの問題点は，戦後の女性労働が戦前，戦中のそれと
切断されているところにある。従って女性が過去との連続性と断絶という
矛盾した状況のなかに身をおいていることが必ずしも明確にならず，むし
ろ男性によって「連続性」のなかに身をおくことをいわぽ強制されている
かのような把握が目につくのである。そうした欠点は特に「政治的領域で
の女性」の活動を扱った後半にi著しい。
　以上のように，本稿のテーマに直接関わる研究は決して多くないとはい
え，マソハイムの歴史やナチ時代の同市についての研究書や，史料集は決
して少なくはなく，それらはまた戦後の時代についても史料や記述を含ん
でいる。そうしたものも合わせるならぽ，本研究にとっての史料と文献は
不十分とはいえない。
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ll　生活の具体的条件
　終戦直後に女性達が果たさなけれぽならなかった主要な任務は，自分と
家族の生存を確保することにあった。ここではまず，マンハイムにおける
女性達とその家族の生活の条件について，住居と食料の問題を中心に概観
しておこう。
　（1）住　　宅
　マンハイムはドイツの諸都市中最も激しく空襲に曝されたところであっ
た。既に1940年6月はじめにはフラソス空軍によって，現在はマン・・イム
大学であり，当時は市の建設局が入っていた旧王宮の西側部分が大規模に
破壊された。その後も繰り返し空襲に見舞われ，その結果，大戦中からマ
ンハイムでは住宅問題の解決こそが焦眉の課題であることを国も認めてい
た。だが解決は望むべくもなく，終戦までにはマンハイム市全体で，一般
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住居の30％以上が完全に破壊ざれた。そのほとん’どは市内中心部の建物と
推測される（1）。従って，イーレクが終戦直鋒の市内の様子を「月面」のよ
うであったと述べているのも，決して誇張ではない（2）。
　’マンハイムにおける住宅被害の特徴はとにかく，その被害の大きさにあ
った。すなおち完全に破壊された住居が，破壊はされたものの修復可能な
住居の約2．6倍にも上ったのである。人口においてはるかに勝るシュトゥ
ットガルトで，完全に破壊された住居の数がマンハイムの1．3倍程度で南
ったのに対し，修復可能な住居は破壊された住居より多く，その数は11．3
万部屋と，マソハイムの4．2倍以上である（3）。これらの数字からもマンハ
イムでの被害の大きさを窺い知ることが出来よう。空襲の被害に加えて，
戦後のマソハイムの住宅事情を劣悪なものとしたのは，占領した米軍によ
る住宅の接収であり，1945年9月までには米軍は1，426の家屋を接収し，
それによって3，500人以上の人間が住む場所を追おれることになった（4）。
　ここに紹介したような主として空襲の被害に起因する住宅事情の劣悪さ
は，マソハイムへの帰還者と流入者によって人口が増加するにつれて，ま
すます深刻化することになったのはいうまでもない。1946年5月半ぽにマ
ンハイム市当局は，住宅問題に対処するために，米軍政部との話し合いを
踏まえて，同市を故郷とする人間以外の老の市への流入を禁止し，住宅に
余裕のある家に対しては部屋を住宅困窮者に貸すよう要請するとともに，
旧ナチ関係老で住居や家具を占有していた人間に対しては，「前非を悔い
て」それらを公共の用に役立てるよう要求し）c（5）。
　こうした措置によっても住宅事情はなかなか改善されず，この町で住宅
状況が一応戦前の状態に戻るのは1956年のことである（6）。本稿が対象とし
ている時期についていえば，住宅事情の劣悪さは，例えば次のような数字
によっても窺い知ることが出来る。すなわち，一般に一つの建物中に幾つ
の居室があるのかを正確に把握することは難しいが，当時の官庁の住宅調
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査では6㎡以上の部屋が居住可能とみなされただけではなく，都市部では
10㎡以上の台所は「殆ど例外なしに」，2－3世帯で共有され，しぼしぼ
それは居住者によって「半部屋halbe　RHume」として申告されたのであ
る㈹。
　（2）電気，ガス，水道
　いうまでもなく住宅事情のひどさは，単に建物自体が破壊されたという
ことだけによるのではない。住居に対する電気，ガス，水道の供給がなさ
れないならぽ，それだけで居住可能性も著しく減少するであろう。マンハ
イムの事情を見てみよう。
　マンハイムは1945年3月26－9日の，市中心部での市街戦を含む3日間
にわたる戦闘の後，米軍によって占領された。ライソ川とネッカー川にか
かる橋はドイツ軍によって落とされ，市街（Innenstadt）は文字どおり川の
中に取り残されたような形になった。しかしこのような激しい戦闘と空襲
にも拘らず，また「真っ赤な1血に染まった砂浜以外は何も残してはならな
い」とするヒトラーの破壊命令にも拘らず，市のエネルギー供給に関わる
公営企業の責任者がこの命令を実行に移さなかったことにより，更に市に
突入した米軍の側からの，戦闘中にも拘らずなされたそれら公営企業への
働きかけの結果もあり，市の電気，ガス，水道事業は終戦までさほどの被
害を受けることなく存続することが出来た（8）。サイドゥルによれぽ，被害は
軽微であり，これらの供給は「1946年はじめには，戦前の状態と比べても，
既に良好な状態にあった」（9）。この点だけについていえば，マンハイムの
戦後は決して最悪ではなかったのである。それだけではなく，エネルギーが
比較的順調に供給される条件にあったということは，マソハイムにおいて
は戦後の生産再開のための条件が存在したということをも意味している。
　だが生産のための条件があるということは，必ずしも生活のための条件
　（595）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　197
　　　　　　　　　　　政経論叢　第61巻第3・4号
があることを意味するものではない。ドイツの分割占領の結果，マソハイ
ムでは燃料となる石炭の供給が十分ではなく，電気がそれに代わる熱源と
なっていた。そこでマソハイムでは生産再開とその発展にともなって，住
民一人あたりの電気の使用量は異常な高さに達するが〔’°），そのことは逆
に家庭での，とりわけ冬季の電気＝暖房用（！）燃料の不足を引き起こし
ていたのである。
　（3）食，健康
　終戦前の最後の数カ月でもまだ，ドイツ全体で一人あたり1日2000Ca1．
の食料が供給されたといわれる。だがそれは捕虜，強制労働者，占領地の
住民等の犠牲の上に可能になったものであった。敗戦によりそれらが不可
能になっただけではなく，分割占領の影響もあり，「食料供給システムの
崩壊」が生じ，とりわげ工業地帯と大都市の住民は深刻な食料難に脅かさ
れることになった。1948年6月の通貨改革がなされた後の最悪の時期に
は，食料の供給量は一人あたりわずか1000Cal．にしか達しなかった（11）。
食料供給が軌道に乗るようになるのは通貨改革，マーシャル・プラン，豊
作という3つの条件が揃った1948／49年以降のことである（12）。
　さて食料事情の悪さはマンハイムも例外ではなく，同市にとっての食料
供給地となっていた地域，プファルツはフラソスの占領下におかれ，また
マソハイムとハイデルベルク間の農村地帯ベルクシュトゥラーセの農産物
は米占領軍用に回され，加うるにライソ川とネッカー川に架かり，市中心
部を外と結ぶ2つの橋の破壊に象徴されるような，交通事情の悪さの結
果，食料事情の悪さは住民にとっても，行政にとっても深刻な問題であっ
た（13）。1945年9月第1週の，幼少年と成人にたいする食料供給量は，マ
ンハイム市食料局の発表によれぽ，O－3歳：1560　Cal．3－6歳：1825　Ca1．
6歳以上と成人（！）：1818Cal．であったが（14），事態はむしろそれ以降悪
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化する。例えば，1948年5月には，無職成人に対する「飢餓配給」と言わ
れた配給量はわずか1287Cal．であった。老人，帰還兵士等消耗し尽くし
た人間がこのような配給量から心身の健康を取り戻すべくもない。48年5
月の配給量をさらにみると，0－2歳：平均1215Cal．3－5歳：1470CaL　10
－19歳：1655Cal．また成人普通労働者は2195CaLであったが，必要量に
対しては866Ca1．不足していた（15）。このようなカロリー不足に対しては，
市場で配給以外の食料を購入することによって対処することが理論的には
可能ではあったが，栄養状態の調査に当たった係官の言によれぽ，実際に
は労働者の場合，配給切符を割り当てられた食料ですら収入不足からし
ぽしば購入できない有り様であったから，市場での購入など論外であっ
た（16）。
　こうした危機的状況の中で食料を何らかの形で調達する任を負ったのが
女性であったが，それは彼女達にとって容易なことではなかった。例え
ば，1948年11月の段階で，配給食料に含まれる動物性タンパク質の量が1
日わずか3．2g．しかなかったことにも現れているように（17），肉や卵類は
無きに等しかった。確かに48年になると卵や野菜，果物などは市場に大量
に出回るようになるが，多くの人々にとってはそれらはあまりに高すぎ，
食ぺることのできないものであった（18）。また主食となるジャガイモの市
場での供給量は一貫して不足した。その結果，しばしぽ1日にジャガイモ
2kg．の代わりにパン250g．の配給を受ける様な事態が生じた。マンハイム
での食料状況の調査に当たった市の専門家達によれぽ，女性達は何を食べ
てよいやら途方に暮れることも少なくなく，料理をつくるなどということ
は贅沢なことであった（19）。
　当然のことながら，栄養不足は住民の健康状態にも重大な影響を及ぼす
ことになる。ある報告によれぽ，マンハイム市内で1946年11月から翌年10
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月までの1年間に病院にかつぎ込まれた飢餓水腫の患者は150人にも上っ
ていたが，実数は更に多かったと推測される（2°）。
　栄養不足による健康状態の悪化は，特に若年層に顕著であり，例えぽ13
－14歳男児の体重は1948－9年には標準体重の76－87％程度しかなかっ
た。しかしそれ以上に深刻であったのは乳幼児への影響であり，マンハイ
ムの場合，0－2歳の乳幼児には全般的な栄養不足とビタミンDの不足か
ら，くる病が広がっていた（この点については，市による食料調査につい
ての報告のどの号でも指摘されている）。さらに，住宅事情の悪さも手伝
って，結核が大流行していた。1949年秋の新聞報道によれぽ，マンハイム
の成人1000人中20人が羅病していたぼかりか，1200人以上の児童が肺結核
におかされていた（21）。空襲によって大被害を受けたマンハイムでは，羅
病した児童を岐容する施設も十分ではなく，小学校や児童養護施設を小児
用結核病棟に転用しただけではなく，個人で自宅を病棟に開放する場合さ
えあった。とはいえ，そうした措置によって設けることのできたベッド数
は僅かに百数十床であって，必要数に遠く及ぼなかったことはいうまでも
ない（22）。
　なお，排水施設が空襲で被害を受け，またゴミ処理も十分になされなか
ったため，町全体が不衛生な状態となり，ネズミや害虫が多かった。終戦
直後には児童の問では上記の結核を別として，ジフテリアと醒紅熱にかか
る者が多く，発疹チフスと赤痢は年齢を問わず流行していた。成人の間で
は性病も少なくなかった。更に石鹸不足から皮膚病も多かったが，それで
もマンハイム市民の健康状態は「他の都市に比べれば良好」であるとされ
たのである㈹。
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皿　女性の労働と経済再建
　1．　再生産のための女性の労働
　（1）拡大された家事労働
　終戦はどの都市でも，空襲による日々の直接的な生命の危険から人々を
解放したが，このことはマンハイムのようにとりわけ空襲の激しかったと
ころでは，特に強く人々に実感されただろう。しかし市民にとっては終戦
によって生命の危険そのものがなくなった訳ではない。前節に述べたよう
に，食料難と病気から死ぬ危険性は，むしろ戦後の方が高まったのであ
る。このことからも分かるように，戦後の生活は生き残るための配慮が全
てであるということによって条件づけられた。ここにおいて生き残るとい
うことは単に自分一人だけではなく，家族をも含んでいた（1）。そのような
困難な状況の中で，家族の生活に責任を負わなければならなかったのは多
くの場合，女性であった。マン・・イムでは，1949年5月には既に，終戦時
に比べ人口が10万人以上増加するなど，住民中の男性の数も増えたが，復
員兵士をはじめ男性の消耗は激しく，その結果，戦時中に引き続いて女性
が家族の生活の全てに責任を負うことが当たり前のこととなったのであっ
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た。
　ここにおいて最も重要なことは，女性が担った再生産領域における労働
の性格であった。しぼしぼそれは拡大された家事労働と呼ぼれるが，その
ような女性達の活動は，単に狭義の家事労働の中で，再生産に関わる消費
財の極度の不足を，女性の自己犠牲によって補うものであっただけではな
い。この点での女性の努力については，終戦直後の女性の「英雄的努力」
を誉め称える文献，様々な回想録などで繰り返し強調されてきた。しかし
本来強調されるべきは，実はそのような女性の自己犠牲的活動が持った経
済的な意味，すなわち拡大された家事労働と戦後ドイツの経済的な再建と
の接点なのであるω。戦後のドイツ経済の再建は何よりも消費財の生産を
犠牲にして，原材料と生産材の生産を優先するものであった。だがこのこ
とによって，20世紀に入ってこの方，急速に商品生産のうちに包摂される
ようになってきた消費過程（＝再生産過程）が，生産過程から切断され
て，非商品関係の中におかれるようになった。戦後再建期のドイツにおい
て家事労働が拡大した原因はこの点にこそあったのである。そして以上の
ことからすれぽ，1948年の通貨改革以降，消費生活を犠牲にしたままで経
済再建活動が軌道に乗ったとき，女性の専業主婦化への圧力が強まるの
は，いわぽ当然のことであった。まさに「やりくりじょうずな主婦」の存
在こそが，家事労働の拡大を前提とする経済的再建を可能にしていたから
である。
　こうして，拡大された家事労働についての検討は，単に狭義の家事にお
ける極度の困難への対処ではなく，そうした対処を通じての女性達の経済
的再建への関わりを明らかにするものでなけれぽならない㈹。この点を念
頭において，以下に拡大された家事労働の内容に関わる，女性達の具体的
な行動の一端をみてみよう。
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　（2）食料難
　終戦とともに人々を襲ったのは食料難であった。普通の人々にとって食
料の入手はいよいよ難しくなり，また仮に何らかの食料を手に入れること
が出来たとしても，燃料も，食用油や調味料も不足しがちであり，それに
よってどのように調理をしたらよいのかを考えれぽ，いわば泣きたくなる
ような状況であり，まさにそれ故に，人々はしぼしば配給券を持って「外
食券食堂」（Volkskttche）に駆け込むことを余儀なくされた（4）。つまり食
料を調理することは，それだけで十分に困難な労働であり，拡大された家
事労働の重要な一部を形成していたのである。
　さてマンハイムの場合，食料難が深刻化するのはジャガイモの供給が低
下した1946年以降のことである。それは必ずしも不作によるばかりではな
く，農家が供出を渋り，ジャガイモを隠したことによるところも少なくな
かった。農村部への労働組合からの供出呼びかけ，或いは組織的な買い出
しや取立，さらには秘匿されたジャガイモや小麦の警察による押収等もな
されたが効果は少なかった（5）。動物性蚕白や脂肪の供給が殆ど全くない状
況では，このことはとりわけ市街地にすむ人々の肉体の上に強烈な打撃を
与えたことは想像に難くない。そしてジャガイモの供給が事実上途絶えた
1947年の5－6月には，食料難もピークに達し，世帯全体で6週間でわず
か数ポンドのジャガイモしか手にいれることができない等，多くの家庭で
は事実上ジャガイモを食することが出来ず，従って飢餓線上をさまよう有
り様であった（6）。また，このときではなくとも，食料ストックの不足故
に，企業の従業員食堂が閉鎖に追い込まれることも珍しくはなかった（7）。
　そうした悲惨な状況からの脱却はなかなか出来なかった。48年5月の，
働く必要のない成人，つまりいわゆる「飢餓配給」の対象となった「標準
消費者」に対する配給量は，1日あたりわずか1287Cal．であり（8），前年
に比べて事態は全く改善されていない。また月毎の供給の変動も激しかっ
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た。それでも同年11月には1845Cal．となっており（9’，46年末から47年半
ぽにかけての最悪の時期に比べれば，未だ全く不十分であったとはいえ，
48年半ぽ以降ようやく食料事情は次第に改善されるようになったのであ
る。
　このような極端な食料危機の時期に，配給外の食料を難なく手にいれる
ことができる境遇にあったのでない限りは，マソハイム市の市街地内に居
住する女性達は，何らかの手段で食料を調達する必要に迫られた。とりわ
け専業主婦であることは「標準消費老」として「飢餓配給」しか受けられ
ないことになり，そのままでは死を意味したから，なんとしても働いてい
ることを証明するか，或いは闇行為その他の手段で食料を確保しなけれぽ
ならなかった。しかも女性達は，とりわけ主婦或いは母親は自分のためだ
けではなく，家族のためにも食料を調達する必要に迫られ，実際，それに
全力を挙げていた。専業主婦であろうと無かろうと，多くの女性はそうし
なけれぽならなかったのである。
　なお，専業主婦に対する配給量が最低であったということは十分注意さ
れなけれぽならない。何故ならぽ，戦後の生活の中心問題は生き残ること
であり，それは主として女性の力にかかっていたが，その女性の活動が全
く評価されていないことがここにははっきりと現れているからである（1°）。
実際，女性の労働が不当に低い扱いしか受けていなかったことは，単に専
業主婦についてだけではなく，労働の強度に応じて配給食料に付けられる
はずの割り増しが，深夜勤務のある看護婦には付けられていなかったとい
う事態の中にも，はっきりと見て取ることができる（”）。終戦直後の再建
への取り組みが女性の犠牲の上になされたことは，このように食料の配給
量の上にも明白に現れていた。
　さて，女性達は食料を得るために様々な行動を行わなけれぽならなかっ
た。そのための直接的な方法としては空き地で野菜をつくり，庭や屋内で
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鶏や兎を飼い，野山から茸や種子，果実を採取することもあったが，より
一般的な方法は市外の農村部や闇市に出かけて食料を調達することであっ
た。それは肉体的にきついぼかりではなく，警察や占領軍に逮捕された
り，或いは犯罪に巻き込まれる恐れさえある危険な行動でもあった。配給
に決る食料の確保が十分ではない以上，女性達はこうした方法もとらざる
を得なかったのである。言い換えれぽ，終戦直後の時期には「食うために
は働く」ということが文字通り原則化していたのである。こうして食料を
得ることは，女性の家庭外での様々な行動と結びつき，家事労働は文字通
り外延的に拡大した。そのことに関連してここでは，有名な瓦礫の除去作
業と，ついで闇行為やその他の「犯罪」的な逸脱行為について述べておこ
う。
　（3）瓦礫の除去作業
　空襲によって廃虚と化した町の瓦礫を女性達が「自発的に」手作業で除
去したことは，戦後ドイツの再建が何よりも女性の手によってなされたこ
とを示すものとして，しばしぼ言及される。だが，瓦礫の除去作業は様々
な性格を有していた。女性を中心としたその参加者にとっては，それは食
料をはじめとする生活必需品を入手するための一つの方法であるととも
に，社会秩序の安定性の上から言っても，重要な意味を持っていた。また
この作業の中に，拡大された家事労働と経済的再建との接点が現れてもい
る。
　さて，瓦礫の除去は単に危険な物を取り除くこと，町の清掃，交通の便
等のためだけになされたのではなく，瓦礫自体を新たな建設用の資材とし
て利用するためにも必要であったのである。原材料不足の中では瓦礫も貴
重であった。「破壊されたマンハイムには贈り物にするようなものは何も
ない。建設資材は何一つ町から持ち出してはならない！」（12）。瓦礫に関す
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るこの種の布告は当時マンハイムに限らず各地から出されていた。瓦礫を
市外に持ち出すことは犯罪であり，厳しく処罰された。瓦礫は市街再建の
ために，すなわち道路や橋の建設に必要な砂利として，或いはまぶしコン
クリートとして，徹底的に利用されたのであるc13）。それはセメソトその
他の建設資材の節約につながり，従って，工場や住宅の再建がそれだけや
り易くなることを意味していた。こうして瓦礫の除去作業は経済的再建作
業の一環をなしていたのである。
　どの都市でも瓦礫の除去を少数の土木作業員のみで行うことは不可能で
あり，非常に多くの人々が「自発的」に除去作業に参加したとされる。し
かしこの除去作業は，除去したコンクリートの状態や量によって自治体か
ら代金が支払われたのであり，それ自体が一つの賃労働であった（14）。従
って，この作業に参加した側，特に女性の側に立てぽ，なんらの特別な資
格が無くとも参加しうるこの仕事は，家族の再生産の保障という任務を果
たすための最も簡単な手段であった。逆に経済全体の観点から言えぽ，マ
ソハイムにおける経済的再建の柱の一つは，後述するように建設産業であ
ったが，まさにそれは最も安価に非熟練労働力を市街地の再建作業の中に
吸収する事によって可能になったのであるし，またそのような吸収は，復
員してくる男性も入れるならぽ急速に増大する余剰労働力の圧力を，緩和
する事を意味していた。このことは労働力の配置に責任を負っていた労働
局の側にははっきりと認識されていた。すなわち極度の男性労働力不足と
いう状況の下で，可能な限り多くの男性を工場労働にとるために，「女性
を瓦礫の除去に引き入れなけれぽならない」とされたのである（15）。ここ
には家事労働を果たすという女性の任務が，女性自身による家庭外の労働
と分かち難く結びついていたこと，さらにはそれが，雇用の中心に男性を
据えようとする労働力市場のあり方，従ってまた経済的な再建のあり方と
密接に関連していたことが窺えるのである。
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　ところで除去作業への参加は経済的にみて重要であっただけではない。
それは「全体のための協働」として積極的に評価され，新聞などを通じて
一特に女性一がそれに協力することが盛んに呼びかけられた（16）。そ
して実際，除去作業への女性の参加者が少なくなかったことを考えれば，
女性にとって終戦直後の，あらゆる意味で生活が困難な時期に，それに参
加することは自らが「全体」，つまり周囲と同様の状況にあること，自分
だけが出口の無い状態にあるのではないことを確認し得るのであり，まさ
にそれは危機の中での行為の安定性を保障することになったであろう。そ
のような意味で，瓦礫の除去作業は，終戦をはさむ前後の時期の，人々の心
理の上での連続性を確保する行為でもあったのである㈹。それだけでは
なく瓦礫の除去作業への参加は，生活の糧を得るために，例えば売春など
のような「いかがわしい」行為にではなく，正当な活動に従事する「きち
んとした」人間であることを周囲に示すことを意味してもいた㈹。こう
して瓦礫の除去という一見単純な作業は，経済的再建と個々人の再生産過
程とをつなげるものであると同時に，敗戦から生じてくる社会秩序激変の
可能性を緩和し，人々の心理的な動揺を抑える機能をもはたしたである。
　（4）闇行為
　敗戦後のドイツ社会の日常生活，とりわけ都市部の生活を第1に規定し
ていたのは闇市であった。またその急速な拡大は秩序の動揺と犯罪の増加
を端的に示すものであった。言うまでもなく闇市は，一方に通貨の供給過
剰が，他方には生活必需品をはじめとする様々な製品が不足するところに
成立する。通貨改革が行われる以前の］947年には，西側占領地区での生産物
の50％は退蔵されていたと推測され，闇市と合わせて物不足に拍車をかけ
ていた（19）。闇市は，これを処断する側もはっきりと認識していたように，
住民への生活必需品，とりわけ食料品の供給が危機に陥っていることの表
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現であった（2°》。実際，極度の食料不足に苦しむ人々，特に都市住民がそ
こに殺到した。殆ど全てのドイツ人は何らかの形で闇市に関わっていたと
推測されるが（21），犯罪的な専門的闇商人を別とすれぽ，闇市から主たる
利益を得ていたのは農民であった。彼らは小麦やジャガイモなどを供出す
るよりも，はるかに高く売れる闇市に流したのである。実際，米軍占領地
区全体では，農業生産物の約半分が農村部に滞留し，また25％は闇市場に
流れたと推測されている。こうした事態が生じた最大の理由として，農産
物価格が低く抑えられていたことがあったことは，米占領軍当局も認める
ところであった（22）。当然のことながら，甚だしい食料難に陥っていた都
市部の人々は，食料を得るためには農村部に買い出しに出かけたり，都市
部での闇行為に手を出さなけれぽならなかったのである。
　ところで闇市に食料品を持ち込むのは個々の農民だけではなかった。そ
こには少なからぬ闇商人達が存在していたと考えられるが，マンハイムの
警察文書の中で闇商人としてドイツ人と並んでしばしぼ現れるのが，1945
年末でもなお4，000人以上がこの町に残っていたポーランド人であっ
た（23）。だがこれは，戦後ドイツにおける犯罪の中心地マンハイムという
イメージが国際的にも形成され，またマンハイムにおいても，食料の割り
増しや住宅の割当をめぐってドイツ人との問にあった緊張関係を背景とし
て，犯罪を行うのは「ロシア人，ポーランド人」であるというキャンペー
ンがなされているさなかのことであり（24），にわかにポーランド人が闇商
人の中心であったとは断じにくい。
　さて，闇商人達が市場に持ち込んだ主な物が食料品であったことは言う
までもないが，そのほか冬場には衣料品も貴重な商品であった。衣料品，
特に冬物衣料の不足は人々の労働意欲を減退させるほどのものであったの
である（25）。　またドイツにおける製靴業の中心の一つであったマンハイム
では靴が不足していた。製造業者が出荷を制限し，販売業者は販売を制限
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したのである。こうした商品が闇市に流れたであろうことは想像に難くな
い（26》。闇市に持ち込まれる品物はしばしば横流し品であったが，それは
このような生活必需品とぽかりは限らなかった。自動車製造企業から資材
が横流しされてしまう場合もあった（27）。また商品の中には盗品も少なく
なかったが，そこにはアメリカ軍の軍用品が含まれていることも稀ではな
かった（28）。このように闇市の存在は犯罪と極めて密接な関連があった。
多くの場合人々はそれを承知で闇に手を出しているのであり，闇市が人々
の公共道徳心をむしぼむこともあきらかであった。
　闇市では品物はいずれも非常な高値で取り引きされた。1946年夏の若干
の例を挙げておこう（29）。
砂　　　糖
ジヤガイモ
粉ミルク
ヴィーナーヴルスト
ラ　ー　　ド
婦人用ストッキソグ
タ　　バ　　コ
33／4　Pfd．
11／2　Ztr．（ニ75Kg．）
1缶
1缶
1Pfd．
1足
1箱
RM　190
　　22．50
　　100
　　80
　　100
　　50
　　20
この価格がいかに高いかは，米軍占領地域では1945年10月以降，賃金が
1939年の水準に凍結されていたとは言え，例えばNord－WUrttembergと
Nord－Badenにおける工場労働者の平均賃金が週にわずか44．01RMであ
ったことを思えぽ（s°），理解できよう。
　闇市の存在は間違いなしに経済的な弱者を苦しめるものであった。だが
それにも拘らず，生活のためには男女を問わず人々は闇市に関わらなけれ
ぽならなかった。その関わり自体が生活の一部をなしていたのである。そ
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してそのことを通じて人々は物流の一端を担ったのである。この点からも
拡大された家事労働が経済の再建と関連することは明らかであった。
　他方，闇市への関わりは彼らの意識と行動の上にも様々な影響を及ぼし
た。まず第1に，当然のことであるが，闇市に出かけるには現金か交換す
べき物か，いずれかを持っていなけれぽならなかったが，それらがある場
合には様々な口実を設けて，（例えぽ病気），仕事を休んで闇市に出かけ
た㈹。また闇市では現金取引よりも物々交換が主であったが，人々は自
分の持ち込んだ品物を少しでも高く「売りつける」為には，嘘をつくこと
も辞さなかった。こうした事実は，一方では闇市に関わること自体はなん
ら犯罪と意識されていなかったことを示すとともに（s2），他方ではチャン
スがあれぽ闇行為で利益を得ようとする意識を人々が有していたことをも
示している。実際，闇行為で大きな利益を得る人間と，苦しまなけれぽな
らない人間とに両極化していく状況では（33），こうした意識が生まれて「〈
るのは当然であった。
　第2に，闇行為は犯罪と密接に関わっていた。闇市では現金以上に物品
が交換を仲立ちする物として重要であったから，人々はチャンスがあれ
ぽ，様々な物を盗み，それを闇市で他の物と交換した（34）。こうして，盗
品を扱うこと，或いは職場から物を持ち出して闇市に運び込むことは殆ど
問題視されなかった。すなわち単に闇行為に関わることが犯罪と意識され
なかっただけではなく，犯罪自体もそれとして意識されないのである。正
規の配給システムの下では殆ど全く入手することのできないような日常消
費物質が闇市では堂々と出回り，大規模に取り引きされている状況を人々
は「合法的でもあれぽ，間違ってもいない」と感じていたのである㈹。
ここには犯罪に関する規範意識の弱まりがみられるだろう。同様のことは
食料を「ちょっと失敬すること」（Kavaliersdelikt）が犯罪とは意識され
なかった（36），というところにも現れている。
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　言うまでもなく闇市に出かける人間には女性も含まれていた。男性不在
の家庭が少なくなかった以上，これは当然であった。マンハイムに限らず
一般に，女性達が闇市に持ち込むものには自家製品，手作り品或いはリフ
ォーム製品が多かったとされるが㈹，彼女達に闇市に持ち込む現金或い
は現物がないときには，売春をする事も稀ではなかった（38）。米軍占領地
区のマンハイムには1946年12月の時点でiライン側の対岸，仏軍占領地区
から「数100人の若い女性が売春をするために潜り込んで」いた。彼女達
にとって「きつい労働」をする事は「とてもいや」であり，売春によって
手っとり早く物を手にいれることを望んだのである（39）。売春の拡大は性
病の流行にもつながり，例えぽ女子工員400人が就労していたある工場で
は，性病が「蔓延していた」㈹。
　こうしていずれの点からみても，終戦とそれに続く経済的苦境の中で，
人々の規範意識に断絶が生じていることは明らかである。そして，こうし
た規範意識の断絶があるからこそ，逆に社会的秩序の連続性，行為の安定
性への圧力も強まるのであり，例えぽ瓦礫の除去作業への女性達の「自発
的」な参加も，そこに意味があるのである。既に述べたように，瓦礫除去
作業への参加を精神的に促していたのは，売春の拡大に象徴されるような
「いかがわしい」風潮の広がりに対して，自らが身持ちの固い「きちんと
した」女性であることを周囲に示したいという意識であった。
　以上のように，拡大された家事労働にあっては，単に家事が極めて多く
の労働を家庭内において要求したということだけではなく，まさに家事を
なすためには一般的な意味での就労行動とは別に，家庭外での何らかの行
為を必要としたということこそ重要であった。この家庭外の行動が，例え
ぽ瓦礫の除去作業の様に，直接経済的な再建に関わることもあれぽ，或い
は闇市の場合のように，極端な物不足の中で，闇行為に関わることが物流
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の一端を担うということにもなったのである。こうして，生き延びるため
に女性達が行った行動，すなわち拡大された家事労働は，家族の再生産を
保障するとともに，戦後ドイッにおける経済再建の一端をも形成していた
のである。他方，そうした女性の行動を終戦にともなう社会の断絶或いは
危機という面からみれぽ，それは危機と安定，断絶と連続というアンビヴ
ァレントな性格を有していた。このアンビヴァレンツがどのように解消
されることになるのかは，・そのまま西側占領地区の再建と連邦共和国の建
国という事態の中での女性の社会的な位置に係わってくるであろう。しか
し，この点について答えていくためには，更に経済的な再建と女性との関
係についての検討が必要である。
2．　女性の就労行動
　ここでは労働市場における女性の位置と，就労に関わる女性の意識の両
面から，戦後の再建過程の中で女性の就労行動が持った意味について検討
する。だがその前提としてまず，戦後の，特に米英占領地区での経済的再
建に関わる一般的な条件と，マンハイムにおけるそれの具体的な現れにつ
いて概観しておくことが必要である。
　（1）アメリカの対独政策の変化とマンハイムにおける経済的再建の開始
　米ソ間の対立が激しくなるにつれてアメリカは，44年夏に商務長官モー
ゲソソーが提起したような，ドイツを農業国とするという考えを放棄し，
ドイツの経済力をアメリカの対ソ世界戦略の中に組み込む方向へと，その
対独政策を転換した。その最初の明白なシグナルは46年9月に国務長官バ
ーンズがシュトゥットガルトで行った演説であった。そこで彼はドイツの
経済問題の解決には工業の復興が何よりも必要であることを強調した。こ
の方向に沿った措置は直ちにとられた。すなわち米英は47年1月に米英経
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済統合地区を，更に同年6月にはドイツ経済評議会を設けて，米英の協力
と一定の範囲内でのドイツ行政権力の行動を通じた経済再建に乗り出した
のである。経済再建の基本的な方針は生産と輸出の増大であった（41）。
　燃料，石炭，消費物資が不足している状況では，こうした経済再建計画
は再生産領域での活動に責任を負っている女性に大きな負担をもたらすこ
とは言うまでもない。このように経済再建が国民生活を犠牲にするという
事態に対して，アメリカから出された解答の一つが，47年6月に発表され
たマーシャル・プラソであった。これによってドイツを含む西欧諸国は，
政治的，経済的に相互協力を強めるとともに，戦後再建のために米国の資
金を得ることができるようになった。具体的にはドイツの場合，運輸及び
公共企業体の復興が優先的になされるとともに，鉄鋼産業もまたかなりの
復興資金を得ることができるようになったのである（42）。
　さて，アメリカ占領地区に含まれたマンハイムにおける経済的再建が本
格化するのは，他の西側占領地域の場合と同じく，48年4月から始まる欧
州復興計画による援助の開始と，同年6月の通貨改革以降であるが㈹，
次項で取りあげる雇用状況の変化からも明らかなように，既にそれ以前か
らマンハイムにおける経済，特に工業生産の再開は進み始めていた。この
ことは必ずしもマンハイムだにけ限られることではない。アメリカ占領地
区では，1945年12月には既に1936年の20％にまで生産は回復していたし，
1936年を100とした場合，米英占領地区では46年＝34，47年＝40，48年＝
60と，生産の順調な回復ぶりを示していたのである（44）。
　マンハイムの場合，生産の回復にとって，以下のような有利な条件が存
在していた。すなわち，その1は既に述べたように，マンハイムにあって
はエネルギーの供給が相対的には有利な状況にあったことである。
　第2に，戦争による生産力の破壊はドイツの場合，かつて考えられたほ
どに激烈ではなかったが，特にマソハイムでの空襲の被害は圧倒的に住宅
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に集中し，工業施設の被害は比較的軽微であったことが挙げられる。「生
産に関する限り空襲による被害は最も重要な部分については既に修復され
た」という，1948年5月の商工会議所による確認（45）をそのまま受け取る
訳にはいかないにせよ，住居における甚大な被害と比べた場合，工業部門
での被害は相対的に軽微であり，例えぽダイムラー・ベンツの工場は殆ど
全く損害を受けていなかった。イーレクの挙げている数字によるならぽ，
マンハイムの工業関連の94経営全体で，生産設備（生産能力ではない）の破
壊は50％を少し超えている程度であった（46）。しかも食品工業，繊維産業
等再生産に関わる部門の被害が大きいのに対し，鉄鋼産業を別とすれぽ，
マンハイムの基幹産業である機械製造，自動車製造等の被害は相対的に少
ないのである。この事実は戦後の経済的な再建の方向に重大な意味をもつ
ことになる。何故なら，ポツダム協定に基づいて46年3月末に定められた
「ドイツ経済の規模に関する連合国の計画」において，ドイツの工業生産
の中核部分を形成することになった諸部門のうち，例えば金属，化学，工
作機械，電気機器，自動車，農業機械，発電設備等㈹はいずれもマンハ
イムの重要産業であったからである。こうしてマンハイムの場合，生産材
と原材料生産を基軸としたドイツ経済の再建に適合する条件をはじめから
備えていたのである。だがこのことは角度をかえるならぽ，再生産領域が
全て個人的努力，つまり具体的には女性の負担にかかることを意味してい
た。
　（2）雇用の一般的な状況
　米軍による占領後の最初の1カ月間は，マンハイムにおける工業生産は
殆ど停止していたが，はやくも45年5月には1部企業が生産を再開し，
1946年のはじめには，かつては合わせて約4万3千人の従業員を抱えてい
た134の企業に，約2万人が就労していた。45年8月はじめにはそれら企
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業の従業員全体で約7，500人であったから，45年後半に生産活動が急速に
拡大していたことが窺える㈹。この傾向はエネルギーと原材料供給が回
復し，また大量に熟練工が労働市場に復帰してきた47年末以降更に顕著に
なり，47年末には約3万人だった労働者の数は，2年後には4万4千人に
まで増加している（49）。
　マンハイムにおける雇用状況について特微的なことは，46－47年には熟
練工を中心に1万人から1万5千の人間が米軍に徴用されていたことであ
る。49年の末になってもまだ約5千人が米軍関係で働いていた（5°）。当然
のことながら，このことは工業における熟練労働力不足を来すことにな
り，生産を阻害する要因ともなった。第2に，このような事情にも拘ら
ず，マンハイムの労働市場は全般的には好調であった。その1つの理由
は，製造業を中心に企業が必要以上の労働力を確保しようとしたことにあ
った。これは「病気」を理由とした欠勤が非常に多いため，企業がとった
措置であった（51）。言うまでもなく欠勤の真の理由は，例えぽ闇市に出か
けることであって「病気」とは限らなかったし，また仮に「病気」である
としても，それは極度の食料不足による場合が少なくなかった。つまり戦
後の状況，生活をとりまく基本的条件そのものが，企業の労働力過剰採用
を生みだし，労働市場の好調さを作り出したのである。
　最後に女性の就労者数をみておこう。はじめに確認しておくべきこと
は，非就労者が受け取ることのできた「飢餓配給」で生活を維持すること
は困難であったにも拘らず，マソハイムでは18歳以上の女性の6割ほど
は，労働局に対して就労免除を申請しており，少なくとも表向きは家事と
は別の就労活動をしてはいなかったことである。彼女達は拡大された家事
労働を通じてのみ戦後の再建過程に関わっていたのである。このことが意
味しているのは戦後の再建過程の中で女性の果たした重要な役割は，必ず
しも就労の有無とは直結しないということである。他方，女性の意識に即
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するならば，ここには職業活動ではなく，家庭こそが女性にとっての第1
の働き場であるという伝統的なイデオロギーが反映していることは否定で
きない。つまり女性と家庭とを結び付けるイデオロギーの存在が，女性を
拡大された家事労働の担い手とすることに寄与していたのである。だがこ
の伝統的なイデオロギーが女性を捉えていたということは，見方を変える
ならぽ，拡大された家事労働にともなう負担から解放されることを，女性
が望んでいるということを意味する。実際女性達が帰還した夫或いは男性
に期待したことは，何よりも，家族の生活に関わる女性の負担の軽減とい
うことであり，伝統的な性差役割分業の再確立であった（52）。言うまでも
なく，女性の側のこのような意識は，男性中心の雇用を通じた経済再建と
いう占領軍や経済界の基本的な観点と対をなすものである。
　さて就労者は女性全体の中で少数派であったとは言え，少なからぬ女性
達が家庭外で就労していた（53）。就労老全体の中での女性の割合は1946年
9月末の24％弱から49年6月末の30％弱にまで増加している。数の上では
同じ時期に約2万9，800人から3万9，800人へと，ほぼ1万人の増加を見せ
ている。しかしこれを工業労働者についてみると，工業労働者全体の中で
の女性労働者の割合は，47年末の21％弱から49年末の23％弱へと僅かに変
化しているに過ぎない。また工業の事務部門で働く女性までも含めても，
その割合は23－4％とほぼ一定している。更に，49年6月の時点でも全女
性就労者の約1／3しか工業分野に就労していない。つまり女性就労者の数
は増加しているが，それは主として工業以外の部門で生じたことなのであ
る。
　（3）女性の雇用実態
　既に述べたように，終戦直後から市街地の瓦礫の除去に女性達が動員さ
れたが，工業生産を再開するに当たっても，空襲や地上戦によって破壊さ
　（615）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　217
　　　　　　　　　　　政経論叢　第61巻第3・4号
れた工場内部の片付けには女性労働力が当てられた（54）。このことは終戦
直後の時期に男性の数が女性より少なかったことに対応する。しかし経済
的再建のあらゆる分野に女性を動員することは，マンハイム市当局，占領
軍，企業，労働組合のいずれも考えていないことであった。これらの機関
が意図していたことは，男憐を工業の主要部分に就労させ，女性について
はこれを排除するか，或いは繊維産業のように「女性にふさわしい」業種
に限り就労させるということであった（55）。つまり女性の活動領域を拡大さ
れた家事労働の分野に限定し，それを前提として男性が工業主要分野で就
労し，経済的再建の担い手となるということである。こうした考えの背後
には，捕虜収容所や東方占領地などからの帰還者や避難民の男性のために
職場が必要であり，その必要を満たすためには伝統的な性差分業を再確立
しなけれぽならないという判断があった。そしてそれは一方では，既に述
べた女性の家庭志向性に対応するものであるとともに，他方，就労してい
る女性についてはそれはまた，景気変動に応じて女性労働力を雇用の調整
弁とする，1920年代以来の傾向が継続しているということでもあった。つ
まり生産活動が再開されていく過程で，それに何らかの責任を負った機関
の雇用政策は資本主義経済に伝統的なそれを踏襲するものであり，明白
に，性差分業を基礎とする資本主義経済を再建する志向性を有していたの
である。
　だが労働市場の実態は必ずしもこのような志向性に合致していた訳では
ない。そこには様々な原因があった。第1に，マンハイムにおける経済的
再建の中心業種は建設業と金属産業であったが，このうち特に男子の業種
と考えられた前者については原材料不足に加えて労働力の不足から，なか
なか生産は軌道に乗らなかった。また就労者も極度の食料不足の結果，作
業能率が悪かった㈱）。第2に，そもそも男性は単に栄養不足からだけで
はなく，肉体的，心理的に消耗の度合いが激しく，その結果，完全就労の
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意欲にかけていた。とりわけロシアからの帰還者は使いものにならなかっ
た。男性が望んだのはパートタイム就労であり，完全就労を望むのは圧倒
的に女性であった㈹。
　第3に，新たに就労しようとする女性達にとって，伝統的に女性の職場
であった繊維産業や家事手伝いは，全く魅力の無い職種であった。この傾
向は既にヴァイマル時代からみられた傾向であったが，特にマソハイムの
繊維産業における労働環境の悪さはよく知られていたのである（58）。なお
繊維産業で働いていた女性の数は決して少なくはなかった（59）。それにも
拘らず新規就労者が少なかったということは，ここで働いている女性達が
戦時中，或いはそれ以前からの就労者であることを物語っている。それは
ともかくとして，少なからぬ女性が就労免除の適用を受けていたように，
仮に就労をする場合でも，女性にとってどのような職場や業種でもよいと
いうわけではなかったのである。逆に必要とあらぽ，ヴュルテンベルク＝
パーデソでは絶対数は少なかったとは言え，男性並の賃金のとれる建設現
場で働く女性もいた。要するに，女性は行政その他の機関が期待していた
ほど単純には，女性に「ふさわしい」職種に組み込まれていた訳ではな
く，自己の必要と判断に応じて様々な職種に就労する用意があったのであ
る。ここには，戦中から戦後と続く拡大された家事労働の経験によって強
められた，女性の自立性と行動力とが反映していることは明らかである。
　以上のような様々な理由から，通貨改革によって経済的な再建が軌道に
乗る以前には，官庁や米軍などが意図したように女性を生産過程から排除
することは，必ずしもうまくはいかなかったのである。この点からすれ
ぽ，性差分業を前提とした資本主義の再建は，戦後再建期にあっては簡単
にすすめられた訳ではない。とはいえ，このことは女性の就労にとって有
利な状況があった，或いは女性は資本主義の再建を望まなかったなどとい
うことを意味しているのではない。後の点について言えぽ，一一般に終戦直
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表1 労働市場の状況（1946－48）
失　業　者　（1｝
?
人　　数 就　業　者　②
19461947　　　194819461947　　　1948194619471948
1 4，744　　4，611　　2，406
2，368　　1，179　　　486
5，725　　7，860　10，704
　　796　　1，647　　2，060
3，5 7　　3，829　　2，731
1，250　　1，465　　1，137
2 5，654　　3，955　　2，161
2，546　　1，099　　　　551
7，344　　6，024　11，690
1，027　　1，577　　2，205
5，192　　4，532　　2，943
1，700　　1，326　　1，362
3 4，670
Q，477
3，724
@954
2，387
@628
8，345
P，196
8，63211，915
P，934　2，397
5，867
P，911
3，835
P，236
2，311
P，068
4 4，782　　3，828　　2，432
2，851　　　827　　　　739
9，024　　7，492　12，071
1，366　　2，515　　2，732
5，454　　4，006　　3，412
2，046　　1，535　　1，678
5 4，901　　3，818　　2，221
2，793　　　　829　　　　522
7，091　　7，608　11，879
1，264　　2，867　　2，805
4，821　　4，083　　3，192
2，033　　1，448　　1，478
5，072　　3，387　　2，235
2，456　　　699　　　576
7，303　　8，110　　8，965
1，498　　2，423　　1，197
4，296　　3，876　　4，001
1，841　　1，522　　1，549
7 4，899　　3，094　　2，233
2，026　　　　631　　1，194
8，445　10，725
，947　　2，276
649
446
5，112　　3，771　　4，588
2，133　　1，511　　1，732
8
9
5，299　　2，858　　1，925
2，608　　　　712　　1，669
9，657　11，956　　1，151
2，166　　2，531　　1，063
4，070　　3，783　　4，931
1，939　　1，564　　1，965
4，712　　2，819　　1，563
2，189　　　　580　　1，809
8，324　11，S70　　1，436
1，809　　2，424　　　　528
5，260　　3，607　　4，340．
2，119　　1，603　　1，997
5，093　　2，707　　1，464
1，751　　　　595　　1，617
8，877　11，668　　2，027
1， 30　　2，181　　　　521
4，221　　3，109　　3，755．
1，866　　1，362　　1，691
4，679　　2，598　　1，226
．1，677　　　　474　　1，538
7，826　12；108　　1，905
1，578　　1，997　　　　768
4，169　　3，040　　3，・988
2，057　　1，754　　2，000
4，798　　2，402　　1，019
1，327　　　　394　　　　995
8，499　11，797
1，483　　1，798
63
610
3，347　　2，426　　2，754
1，318　　　　953　　1，413
（出典）Arbeitsamt　Mannheim，　Monatsbericht　der　Arbeitsmarktlage；
　　　　　1946，1947，1948，in：StAMA，　Hauptregistratur
　　　　　889，890，より作成
※各月の上段は男性，下段は女性
（1｝1946年については求職者数。
（2）1946年については就職斡旋者数。
，Zug．1955－1964，　Nr．
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後のドイツで，人々の意識に即する限り，生きることが全てであり，体制
の選択は問題となっていなかったと考えられる。他方女性の就労について
は，先に述べたように，完全就労の希望に関しては男性と女性とでは全く
正反対の状態であったが，求人者数も，実際の就職者数も圧倒的に男性の
方が多かった（表1参照）。女性にとり就職することは決して楽なことで
はなかったのである。言うまでもなく，戦争未亡人や夫が未帰還者の場
合，就労する必要度が高かったが，男性についての優先的雇用という事惰
は彼女達に不利に働いたし，また通貨改革以降ともなると，終戦前に就
労経験の無い年輩の女性の場合，職を見つけることは殆ど不可能であっ
た㈹。つまり，女性を生産過程から排除しようとする官庁や企業その他
の機関の意図は，就労することを何よりも必要としていた存在，その意味
では最も弱い存在に対してこそ，最も露骨に貫徹されることになったので
ある。こうして既に通貨改革以前から女性を労働過程から排除する動きは
みられ，それは最も弱者に対して過酷に作用していた。この事実のなか
に，主として再生産領域，拡大された家事労働において示された女性の自
立性や行動力の高まりが，実は全体としての女性の社会的な無力さと表裏
をなしていること，或いはまた女性が再建期に実際に果たしていた役割と
彼女達の社会的な位置との著しいギャップが，端的に現れている（61）。女
性の側に自己の必要と判断に応じて就職する用意があったにせよ，それを
貫徹することについては制約があったのであり，まさにそれが女性にとっ
ては完全就労の希望がなかなか満たされない，という事実となって現れた
のである。とは言え，さし当たり男性労働力が期待されるほどに利用でき
ない状況ではまだ，「多すぎる」ほどの女性労働力をも利用しながら（62），
マンハイムにおける経済的な再建はすすめられた。実際に多くの女性が無
差別に労働過程から排除されるのは，通貨改革以降のことである㈹。
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　（4）就労に関わる女性の意識
　これまで述べてきたように，マンハイムにおける雇用の構造は男性中心
の経済再建，女性の活動領域を家庭の中に限定するという方向性を示しつ
つも，現実には再建に当たって女性労働力に大きく依存せざるを得なかっ
た。こうして少なからぬ女性は，拡大された家事労働と就労行動との，二
重の巨大な負担を負わねぽならなかったのである。
　当然のことながら，女性達は可能な限り有利な条件で就労しようとし
た。男女を問わず食料を確保するためにこそ家庭外の労働についたが，そ
れ故に給食条件のよい米軍施設で働くことを希望するものが多かった。特
に女性の場合，「なんとかしてアメリカの兵士と知り合いになりたいとい
う希望」から米軍施設での就労を望むものが少なくなかった㈹。食料を
はじめとする生活必需品の入手を期待してのことであった。
　女性にとって有利な就労条件に関して重要なことは，1943年10月に制定
された「休息規定」が実施されているかどうか，すなわちいわゆる「家事
労働の日」が与えられるかどうかであった。元来この規則は，45歳以下の
女性で，週に48時間勤務している場合，4週に1日の割合で休暇，いわゆ
る「家事労働の日」，ないし「洗濯日」が与えられるというものであった。
14歳以下の子供がいる場合には休暇は2日である（65）。戦後は土曜日がこ
の「家事労働の日」に代わる休業日とされていたが，家事労働の拡大とい
う条件の下では，家庭外で就労する女性にとって就労の条件が戦時中より
更に悪化していた。それ故ヴュルテソベルク＝パーデソの労働局は，この
法律に基づいて土曜日以外にも洗濯や買い物のための休暇を設けることを
認めていた（66）。また労働組合婦人部も「家事の日」の増設と，さらに「買
い物時間」を設けることを企業に対して要求したが，これは実現にはいた
らなかった（67）。女性保護のためにすすめられるこのような施策は，角度
をかえれぽ，家事や育児労働を女性固有の仕事とみることを意味してお
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り，従って性差役割分担を法的に固定化するものであったのは言うまでも
ない。だが，拡大された家事労働の全てが女性の肩にかかってきている状
況では，女性にとって例えそれが性差分業を固定化するものであったにせ
よ，土曜日以外にも「家事の日」が与えられるか否かは極めて重要であっ
た。U．フレーフェルトの言う戦後の「悪化した条件の下での労働の継
続」㈹　という事態への，女性のやむを得ざる対応は，戦争経済に女性を
動員するための制度の存続を求めることにもなったのである。
　休息日の増設が認められない現実に対して，「病気」や「家族のため」
という口実で仕事を「怠ける」人間が女性の場合も決して少なくはなかっ
たことは，「労働モラルの低下」を嘆く労働局の文書の中に，頻繁に現れ
てくる。既に戦時中から企業は女性達が所定以上の「家事の日」や「買い
物時間」をとることを拒否できなかった。拒否するならぽ女性の無断欠勤
が増え生産効率が低下したからである‘69）。基本的に戦後も同様のことが
継続したのであり，ここに就労女性の意識と行動が，戦中と戦後を通じて
変わらなかったことが窺えるのである。しかもそれは「拡大された家事労
働」を女性が果たすことと表裏一体であった。つまり就労女性も家事労働
を担当すること，性差役割分業を当然視したのである。そしてこのような
事態は，休息日に関する戦時中の制度を存続させる原因ともなれぽ，また
後者によってそれが強化されることにもなったのである。
　（5）結びにかえて
　戦後再建期にドイツの女性達は拡大された家事労働を通じて，単に自ら
と家族の生存を確保しただけではなく，経済再建を軌道に乗せることにも
貢献した。女性達にとって拡大された家事労働がどれほどの負担を強いる
ものであったにせよ，それを引き受けることは，彼女達の家庭志向性から
して，いわぽ自明のことであった。
（621）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　223
　　　　　　　　　　　政経論叢i第61巻第3・4号
　ところでマンハイムでは男性中心的な雇用政策の下で推進された経済再
建の過程で，女性の主たる活動領域を再生産領域に限定することが目指さ
れた。その場合女性が望んでいたのは，経済再建と直接に連動した拡大さ
れた家事労働ではなく，狭義の家事労働であった。それは女性にとって明
らかに労働の軽減を意味していた。つまり，女性は経済再建に含まれる性
差役割分業を受け入れはしたが，それは戦中，戦後の過度の負担からの解
放を望むところから生じたのであった。このことはあたかもヴァィマル時
代に家事と就労行動との二重負担に苦しむ女性の間に，一種の解放として
の家庭志向が強まったのと同質である。こうして；戦後の再建とは性差役
割分業を基礎とした経済の再建であるだけではなく，性差分業に関連し
て，ヴァィマル時代以来の女性の家庭志向性をも再建するものであった。
　拡大された家事労働からの，或いはそれと就労行動との二重負担からの
解放という願望が，女性の家庭志向性を強めていった反面，少数派とはい
え職につく女性がいた。しかもそのかなりの部分は必ずしも困窮の結果と
してではなく，家族の再生産に責任を負うことによって発達した女性の自
立性を反映して，自らの選択の結果として就労していた。彼女達にとって
は性差役割分業はもはや自明のことではなかったが，それにも拘らず彼女
達もまた「家事労働の日」を求め，その限りでは性差分業の中に組み込ま
れることになった。だがそれによって彼女達は，女性を家庭に戻そうとす
る巨大な圧力に対抗しえたということが重要である。すなわち，闇市にみ
られるような社会的規範の解体現象の中で，家庭外にいる女性がしぽしば
「いかがわしい」存在とみなされ，また，冷戦激化とともに彼女達がしば
しばソ連に好意的な存在と白眼視される時，就労している女性が職業行動
と家事の両方をこなすことは，少なくとも性差役割分業という社会のシス
テムの安定化に寄与する。
　こうして女性達は就労の如何を間わず性差役割分業の中に組み込まれ，
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それによって再生産領域を犠牲にした経済再建を可能にするとともに，社
会秩序や規範の再建と安定化に寄与することになったのである。たしかに
このことは女性が果たす現実的な役割と社会的な位置とのギャップを埋め
ること，個人としての女性の行為能力，自立性の高まりとその社会的な無
力さとの矛盾を解消することには全くつながらないことであった。とはい
え個々の女性に即してみるならば，女性が経済，秩序，規範の再建と安定
化に寄与したということは，必ずしも女性の男性への完全な従属化を意味
しているのではなく，性差分業に組み込まれることが女性の負担軽減への
道であり，また女性の自立性を圧迫する社会的な圧力に対する，女性の側
からの一つの積極的な対応でもあったのである。
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